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八橋 弘: 【B型肝炎 Trends&Topics】B型肝炎治療とHBs抗原, HBコア関連抗原. 臨牀消化器内科 35(2): 175-182,
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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

橋元 悟，八橋 弘: 【第4章 その他のウイルス肝炎】 5D型肝炎の場合. 困ったウイルス肝炎パーフェクト対応ガイ

ド : 183-187, 2020.

橋元 悟，八橋 弘: 【第3章 ケースで考える困ったC型肝炎の対応】 16SVR後のフォローの場合. 困ったウイルス

肝炎パーフェクト対応ガイド : 159-164, 2020.

八橋 弘: 【ここがキモ!いまはこうする　肝疾患vs.薬物療法　肝機能評価&薬物性肝障害マネジメントに強くな

る】(第2章)肝障害を察知するための基礎知識　見逃してはいけない身体症状と病歴聴取のコツ. 薬事 62(2): 263-
268, 2020.

八橋 弘，山﨑一美: 新しい血清肝線維化マーカー，M2BPGi. 日本消化器病学会雑誌 117(1): 20-29, 2020.

八橋 弘: 【早わかり診療ガイドライン100-エッセンス&リアルワールド】消化器　B型肝炎　B型肝炎治療ガイド

ライン(第3.1版). medicina 57(4): 143-146, 2020.

八橋 弘: 肝臓の手(手掌紅斑). 日本医事新報 (5012): 30-34, 2020.
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A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

八橋 弘・教授 肝炎治療戦略会議委員 厚生労働省 健康局

八橋 弘・教授 障害年金の認定に関する専門家会合委員 厚生労働省

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

八橋 弘・教授 疾病障害認定審査会委員 厚生労働省

八橋 弘・教授 評議員 社団法人 日本肝臓学会

八橋 弘・教授 西部会評議員 社団法人 日本肝臓学会

八橋 弘・教授 評議員 財団法人 日本消化器病学会

八橋 弘・教授 九州支部評議員 財団法人 日本消化器病学会

八橋 弘・教授 Hepatology International編集委員 Springer

八橋 弘・教授 ながさき治験医療ネットワーク構築委員 長崎県

八橋 弘・教授 客員教授 中国吉林省北華大學

八橋 弘・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担

医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエン
ス政策研究事業
Ｃ型肝炎救済のための調査研究及び安全対策
等に関する研究

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担
エイズ政策研究事業
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植
に関する研究

公益財団法人友愛福祉財団委託事業
エイズ発症予防に資するための血液製剤によ
るHIV感染者の調査研究事業

研　究　題　目

八橋 弘・教授 厚生労働省 代表
肝炎等克服政策研究事業
ソーシャルメディア等を活用した肝炎ウイル
ス感染者の偏見差別の解消を目指した研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

肝炎等克服実用化研究事業・肝炎等克服緊急
対策研究事業
肝硬変患者のＱＯＬの向上及び予後改善に資
する研究

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担
肝炎等克服政策研究事業
肝炎ウイルスの新たな感染防止・残された課
題・今後の対策

八橋 弘・教授 厚生労働省 分担
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特　許

その他
　非常勤講師

八橋 弘・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

感染症実用化研究事業・肝炎等克服実用化研
究事業・肝炎等克服緊急対策研究事業
B型肝炎ウイルスおよびヒトゲノムの解析に基
づくクリニカルシークエンスに向けた研究

八橋 弘・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

感染症実用化研究事業・肝炎等克服実用化研
究事業・肝炎等克服緊急対策研究事業
C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者の
アウトカムに関する研究開発

八橋 弘・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

感染症実用化研究事業・肝炎等克服実用化研
究事業・肝炎等克服緊急対策研究事業
Nucleotide analogue製剤のサイトカイン誘導
を利用してＢ型肝炎のドラッグフリーを目指
す治療法の開発および創薬に関する研究

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

八橋 弘・教授 国立病院機構 代表
肝疾患領域
コア・グループリーダー

八橋 弘・教授 慢性肝疾患治療剤 2004年8月31日 2011年3月4日 特許第4695366号

八橋 弘・教授
バイオマーカー、自己免疫性肝
炎の診断補助方法、及び、キッ
ト

2015年10月21日 2017年4月27日 特開2017-077217

八橋 弘・教授 教員（ウイルス肝炎） 長崎大学消化器内科

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

八橋 弘・教授 教員（微生物学） 活水女子大学看護学部
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